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研究成果概要 

本研究はスーパーカミオカンデの詳細なシミュレーションを開発するものである。本年

度においては以下の様な進展が得られた。 

 

⚫ 検出器の Gd 導入後（SK-6）に向けてのシミューレーションプログラムの開発。 

特に中性子の捕獲シミュレーションは Geant3 では十分に行われておらず、より信

頼性の高い Geant4 を利用する必要があった。そのインターフェース等を実装する

ことによって物理解析に利用可能なシミュレーションを構築した。 

⚫ GEANT4 ベースのシミュレーションの開発を進めた。現在のシミュレーションは

GEANT3ベースであるが、その翻訳版である検出器シミュレーション構築を進め、

特に各基本プロセスを一つずつ確認する作業を進め、再現性の高いプログラムが進

めらた。GEANT4および GEANT3の間の違いも理解が進み、より深いレベルでの

シミュレーションの理解がなされた。 
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